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令和３年２月２４日

一般社団法人秋田県産業廃棄物協会

会長 山岡 緑三郎 様 様

秋田県生活環境部長

（ 公 印 省 略 ）

今季の高病原性鳥インフルエンザの発生を踏まえた患畜の

死体等の処理体制整備の徹底について（通知）

本県の廃棄物行政の推進については、日頃から御協力賜り、厚くお礼申し上げ

ます。

さて、令和３年２月 19 日付け事務連絡で、環境省環境再生・資源循環局廃棄

物適正処理推進課及び廃棄物規制課より、別添のとおり通知がありました。

家畜伝染病予防法（昭和 26 年法律第 166 号）に基づく患畜又は疑似患畜の死

体及び汚染物品の焼却においては、既存の廃棄物焼却施設の活用も可能であるた

め、患畜又は疑似患畜の死体及び汚染物品の処理体制の構築に御協力いただける

よう、貴会員に対し周知していただきますようお願いします。

【担当】
秋田県生活環境部 環境整備課
廃棄物対策班 佐々木

電 話：018-860-1624
F A X ：018-860-3835
E-mail：recycle@pref.akita.lg.jp





写 

 

事 務 連 絡 

令和３年２月19日 

 

都道府県畜産主務部長 殿 

 

農林水産省消費・安全局 

動 物 衛 生 課 長 

 

 

今季の高病原性鳥インフルエンザの発生を踏まえた患畜の死体等の処理体制

整備の徹底について 

 

 

平素より、家畜衛生の推進に御理解・御協力いただき誠にありがとうございます。 

特定家畜伝染病防疫指針において、患畜又は疑似患畜の死体及び汚染物品（以下「死

体等」という。）の処理については、埋却地の事前確保が十分でない場合には、利用可

能な焼却施設又は化製処理施設（以下「焼却施設等」という。）をリストアップし、あ

らかじめ発生時の利用について焼却施設等、その所在地を管轄する都道府県、市町村

等と調整することとしています。また、「家畜伝染病予防法に基づく患畜の死体等の

処理体制の整備の徹底について」（平成21年12月24日付け消費・安全局動物衛生課長

通知）において、焼却施設等の管理者、所有者等との協議など処理体制の整備に当た

って留意すべき事項について通知しているところです。 

今季の高病原性鳥インフルエンザについては、昨年11月５日に家きん農場での発生

が確認されて以降発生が継続し、本日までに17県50事例の発生が確認されています。

大規模飼養農場における発生、密集地域における続発等により、埋却のみでの処理は

困難な事例がみられることから、上記通知内容に留意の上、発生時に、死体等の処理

方法や処理施設が定められていないために迅速かつ適切な対応に支障を来すことのな

いよう、市町村、関係機関、関係団体等と連携の上、円滑な死体等の処理体制の構築に

万全を期すようお願いします。 

つきましては、改めて、都道府県内の焼却施設等のリストアップに加え、円滑な死

体等の運搬及び処理体制について確認し、迅速な処理を行う上で改善事項が確認され

た場合には、市町村、関係機関、関係団体等との調整の上、早急に対応いただきます

ようお願いいたします。 

なお、このことについて、貴都道府県内の市町村、関係機関、関係団体等にもお知

らせいただきますようお願いいたします。 

また、当通知の内容については、環境省の担当部局との協議を踏まえ、環境省から

も各都道府県等廃棄物担当部局に対しお知らせいただくよう依頼していることを申し

添えます。 
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